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1. 序論：ニデック「Conversion 2027 」策定の背景 
ニデック株式会社（以下、ニデック）は、精密小型から産業用の中・大型まで、幅広い

モーターとその関連製品を手掛ける世界的なリーダー企業である 1。同社は歴史的に、

積極的な M&A 戦略を成長の原動力としてきた 2。 

2025 年 4 月 24 日、ニデックは 2025 年 3 月期（以下、FY2024）の連結決算発表と

同時に、2027 年度（FY2027）を最終年度とする新たな中期経営計画「Conversion 
2027」を発表した 11。この発表は、FY2024 において売上高、営業利益、税引前利益、

当期利益の全てで過去最高を更新するという好調な業績を達成した直後に行われた 14。

しかし、その一方で、電気自動車（EV）市場の成長鈍化や価格競争の激化といった外

部環境の変化 16、そして過去には車載事業での大幅な赤字計上 19 や特定の年度における

利益面の苦戦 19 といった課題も抱えていた。このような状況下で発表された

「Conversion 2027」 11 という名称自体が、単なる事業計画の更新ではなく、構造的な

転換、すなわち戦略のピボットを示唆している。 

本レポートは、この新中期経営計画「Conversion 2027」の内容を詳細に分析し、その

主要な構成要素、市場（投資家、アナリスト、メディア等）からの評価、そして成長

性、リスク、海外展開、人材戦略、知的財産・無形資産戦略といった観点から、ニデッ

クの将来展望に対する潜在的な影響を専門的に評価することを目的とする。分析にあた

っては、ニデックが公式に発表した IR 資料 15、各種金融ニュース 22、アナリストによ

るコメントやレポート 23、および業界メディアの報道 11 を参照した。 

2. エグゼクティブサマリー：主要な発見と戦略的評価 
「Conversion 2027」は、ニデックがこれまでの成長路線から、収益性と資本効率を最

優先する戦略へと大きく舵を切ることを示す計画である。その核心は、「転換

（Conversion）」という言葉に集約されており、事業再編、拠点統合、場合によって

は人員削減を含む構造改革を通じて、抜本的な収益構造の改善を目指す点にある 16。経

営指標としては、ROIC（投下資本利益率）を重視し、高収益事業への集中と資産効率

の向上を図る方針が明確に打ち出されている 21。 

計画では、FY2027 の具体的な数値目標として、売上高 2.9 兆円、営業利益 3,500 億

円が掲げられた 14。これは、営業利益率と ROIC の大幅な改善を伴う目標である 21。こ



の目標達成のため、「高収益構造への転換（ROIC 経営、拠点最適化、高付加価値戦

略）」、「真のグローバル体制への転換（CxO 体制強化、地産地消）」、そして「持

続的成長基盤への転換（ESG、技術・人材委員会）」という 3 つの「転換」が戦略の

柱として据えられている 16。 

市場はこの新計画を強く好感した。発表直後には株価が大幅に上昇し 22、投資家が収益

性改善に向けた明確なコミットメントを評価したことを示している。 

本計画は、AI インフラ関連、産業自動化、サステナブル関連ソリューション、そして

逆風下ながらも戦略転換を図る EV 関連部品など、ターゲットとする成長領域での機会

を捉える可能性を秘めている 14。また、計画されている構造改革の成功と、「One 
NIDEC」コンセプトに基づくグループ全体の統合深化 2 は、大きなシナジー効果を生む

可能性がある。 

しかし、その一方で、大規模なリストラクチャリングに伴う実行リスク、野心的な

ROIC 目標の達成可能性、EV 市場の変動性への対応 16、過去の M&A 案件の効果的な統

合 8、関税などの外部要因の影響 26、そして構造改革や人員削減がもたらしうる組織・

人材面での混乱 16 など、重大なリスクも内包している。 

総括すると、「Conve rsion 20 27」は、ニデックが直面する収益性の課題に正面から取

り組み、持続可能な成長基盤を再構築するための、必要かつ方向性の正しい戦略転換で

あると評価できる。ただし、その成功は、計画の厳格な実行規律と、不確実な市場環境

への的確な対応能力に大きく依存することになるだろう。 

3. 「Conversion 2027 」の解剖：ニデックの戦略的青写真 
3.1 全体目標：収益性の高い成長へのシフト（ROIC 中心経営） 

「Conversion 20 27」の根幹をなすテーマは、収益構造の抜本的な「転換

（Conversion）」を通じて利益率の改善を実現することである 21。これは、過去の

M&A をテコにした急成長戦略 2 から、収益性と投下資本に対するリターンを最重視す

る経営への明確なシフトを意味する。 

その中核となるのが「NIDEC 式 ROIC 経営」の展開である。これは、単にコストを削

減するだけでなく、営業利益率の向上と投下資本回転率の改善という 2 つの軸で資本

効率を高めることを目指すアプローチだ 21。資産をより効率的に活用し、収益性を高め

ることに重点が置かれている。 

この戦略転換の背景には、近年の業績動向、特に主要な成長ドライバーと位置付けられ



ていた車載事業における大幅な赤字計上 19 や、過去の積極的な M&A 投資に対する持続

可能なリターン確保の必要性 8 があると考えられる。前中期計画「Vision 20 25」で

は、FY20 25 に連結売上高 4 兆円、ROIC 15%以上という野心的な目標が掲げられてい

た 39。しかし、特に ROIC 目標の達成は、従来の事業構造の下では困難であった可能性

が示唆される。 

この ROIC と構造改革への明確な注力 21 は、M&A を多用した過去の成長戦略 2 が、特

定の事業領域において収益性を犠牲にし、統合能力に負荷をかけていた可能性を暗に認

めるものと言える。車載事業の損失 19 はその一例であり、今回の計画は、EV 市場の減

速 16 といった市場の変化によって露呈した内部の財務的現実に対する経営陣の対応策

と解釈できる。トップラインの成長は達成したものの 17、その代償として一部事業の収

益性が損なわれたため、軌道修正が必要と判断されたのだろう。 

3.2 財務・経営目標：成功へのベンチマーク 

「Conversion 20 27」では、最終年度である FY20 27 の主要な財務目標として、連結売

上高 2.9 兆円、営業利益 3,50 0 億円が設定された 14。これは、約 12.1%の営業利益率

（OPM）を意味する。 

さらに、収益性と効率性に関する段階的な目標も示されている。営業利益率は、現状の

0～8%のレンジから 8～17%へ、そして最終的には 17%以上を目指す。ROIC も同様

に、現状の 8%程度から 8～17%へ、そして 17%以上へと引き上げる目標が設定され

た。投下資本回転率については、現状の 1.0 倍から 1.5 倍への向上を目指すとしている 
21。 

これらの目標を、過去の実績や将来予測と比較することが重要である。FY20 24 の実績

は売上高 2 兆 6,0 71 億円、営業利益 2,40 2 億円、営業利益率 9.2%であった 14。

FY20 25 の会社予想では営業利益 2,70 0 億円が見込まれている 23。FY20 27 の売上高目

標 2.9 兆円は、前計画「Vision 20 25」で掲げられた FY20 25 目標の 4 兆円 39 を下回っ

ており、規模の追求から収益性重視への転換を裏付けている。目標とする営業利益率約

12.1%は、FY20 24 実績の 9.2%からの大幅な改善を要求するものである。 

アナリストのコンセンサス予想を見ると、FY20 26（20 27 年 3 月期）の売上高は約

2.74 兆円、一株当たり利益（EPS）は 187 円程度 34、営業利益は約 2,620 億円 23 とな

っている。ニデック自身の FY20 25 営業利益予想（2,70 0 億円）はコンセンサスを若

干上回るが 23、一部のアナリストからは FY20 25 ガイダンスが期待を下回ったとの指摘

もある 23。FY20 27 目標は、FY20 26 のコンセンサス予想を超える継続的な利益成長を

示唆している。 



表 3.2.1: ニデック 財務目標と実績比較 

 

指標 FY2023 実績 FY2024 実績 FY2025 会社

予想 
FY2027 目標 旧 Vision 

2025 目標 
(FY2025)  

連結売上高

（億円） 
23,472 26,071 N/A 29,000  40,000  

連結営業利益

（億円） 
1,619 2,402 2,700  3,500  N/A 

連結営業利益

率 (%) 
6.9% 9.2% ~10% (推定) ~12.1% (推定) N/A 

ROIC (%) N/A ~8% 21 N/A 8-17%, >17% 
(段階目標) 21 

≥ 15% 

投下資本回転

率 (倍) 
N/A ~1.0 x 21 N/A 1.5x 21 N/A 

21 

この表は、計画の野心度を定量的に示している。1. 最近の実績と比較することで、要求

される改善の度合いがわかる。2. 旧計画との比較により、規模から収益性への戦略シ

フトが明確になる。3. アナリスト予想（文脈参照）と比較することで、市場が認識す

る実現可能性を評価する一助となる。4. 数値目標とその文脈に関するユーザーの要求

に直接応えるものである。 

3.3 戦略の柱：リストラクチャリング、最適化、高付加価値戦略 

「Conversion 2027」は、3 つの主要な戦略的柱に基づいている。 

第一の柱：高収益構造への転換（ROIC 経営） 
これは計画全体の核であり、前述の通り ROIC 向上を最優先課題とする 21。 
第二の柱：拠点統廃合・最適化 
計画では、特に従業員 100 人以下の法人や生産事業所をターゲットに、事業の枠組みを超えた



積極的な統廃合を推進する方針が示されている 21。これは、固定費削減の一環として、PSI
（生産・販売・在庫）/MRP（資材所要量計画）などのプロセス改革と連動し、特に製造間接部

門を中心とした人員削減を伴う可能性がある 16。ブルームバーグも人員削減の可能性を報じて

いる 31。この構造改革により、1,50 0 億円規模の体質転換効果を目指すとしている 2121。 
第三の柱：高付加価値戦略 
ニデックグループが持つ技術的優位性と高い品質力を活かし、高付加価値領域をさらに獲得・

伸長させる戦略である 21。技術力による材料費削減や品質向上 16、そして「スリー新（新市

場、新製品、新顧客）」活動の強化 4 が具体的な手段として挙げられている。 
これらの戦略、特に拠点統合や人員削減の可能性を含む大胆なリストラクチャリング計

画 16 は、収益性改善への強い意志を示すものである。しかし、多数の M&A を通じて形

成されたグローバルで複雑な組織 2 において、これほど広範な変革を実行することは、

大きな実行リスクを伴う。従業員の士気低下、オペレーションの混乱、そして目標とす

るコスト削減効果（150 億円目標 21、調整後）を達成できない可能性などが考えられ

る。変革プロセスの効果的な管理が不可欠となるだろう。 

3.4 事業ポートフォリオの再定義：主要成長領域への集中 

ニデックは、市場動向を踏まえ、以下の 5 つの注力事業領域で成長を目指す方針を示

した 21。これらは世界的なメガトレンドとも合致している。 

1. モビリティイノベーション 
2. より良い生活の追求（家電・商業用） 
3. サステナブル・インフラとエネルギーの追求 
4. AI 社会を支える 
5. 産業の生産効率化 

これらの領域において、既存事業の枠を超えたシナジーを追求することも強調されてい

る 21。これは、「One NIDEC」というコンセプト 2 とも連動する動きである。 

具体的な製品分野としては、EV 向けトラクションモーター（市場減速を受け、収益性

重視と部品事業への転換を図る）16、データセンター向け非常用発電機、バッテリーエ

ネルギー貯蔵システム（BESS）、大型産業用モーター 16、5G・ビッグデータ向けのサ

ーマルマネジメント製品 40、ロボット用部品 1、そして工作機械 9 などが挙げられてい

る。 

特に車載事業においては、戦略の転換が明確である。EV 市場の拡大鈍化と価格競争激

化を早期に察知し、収益性最優先へと方針を変更。不採算機種の受注制限や部品単体ビ

ジネスへの移行を進めている 16。また、組織面でも、欧米での基盤が強い家電産業事業

本部（ACIM）に車載オーガニック（既存事業）を統合し、運営の最適化を図るととも



に、ニデックモビリティとニデックエレシスを経営統合し、ソリューション提供体制を

強化している 16。このセグメントは FY20 23 に大きな損失を計上していた 19。 

このポートフォリオ戦略は、ニデックのコア技術であるモーター技術を多様な成長分野

で活かそうとする試みである 21。しかし、主要な柱の一つである車載/EV セグメントに

おける戦略転換の必要性 16 は、長期的な戦略的賭けが、変動の激しい市場動向や厳し

い競争環境 8 といかに整合性を保つかの難しさを示している。成功のためには、これら

の多様な事業分野全体にわたる機敏な戦略実行と効果的なリソース配分が不可欠となる

だろう。 

4. 戦略的深掘り：「転換」を可能にする要素 
4.1 グローバルオペレーション：「One NIDEC」の実現に向けて 

「Conversion 20 27」の第二の柱は、「真のグローバル体制への転換」である 16。これ

は、従来の経営体制からの脱却を目指すものである。 

具体的には、チーフオフィサー（CxO）制度を強化し、執行役員の数を絞ることで、よ

り迅速な意思決定が可能な経営体制を構築する 16。さらに、高度な専門性を持つ「フェ

ロー」と次世代経営幹部候補である「理事」という役職を新設し、グローバルでリーン

（無駄のない）な組織体制を目指す 16。これは、過去の M&A による成長過程で採用さ

れてきた、買収企業の自主性を重んじる「連邦経営」 10  から、グループ全体最適を目

指す「One NIDEC」 2 へと移行する試みである。 

オペレーションモデルとしては、「地産地消」を基本とし、各地域での生産・販売体制

を強化する。そして、リソースを顧客中心の「One Nidec」活動に結集させる方針だ 
16。具体的な動きとして、車載オーガニック事業を既存の ACIM 事業本部に統合し、欧

米でのマネジメント基盤を活用した運営最適化を図ること 16 や、インド、フランス、

北中米での産業用製品の生産能力増強 16 などが挙げられる。 

M&A は引き続き重要な戦略要素であり 8、FY20 24 の連結売上高の 55%超が FY20 10
以降にグループ入りした企業による貢献であったことが示されている 21。しかし、買収

した事業の効果的な統合（PMI: Post- Merger Integra tion）が、シナジー創出と、のれ

ん減損などのリスク軽減 8 のためには不可欠である。現在進行中の TAKISAWA への

TOB 9 は、工作機械分野における戦略的 M&A の一例である。 

歴史的に分散型で M&A 主導の「連邦経営」モデル 10  から、真に統合された「One 
NIDEC」 2 へと移行し、CxO システム 16 によってグローバルリーダーシップを合理化

することは、文化面および組織面で複雑な挑戦である。これまでの慣性を克服し、多様



な買収先企業を連携させ、新しい構造が官僚主義を増やすのではなく、真にスピードと

シナジーを高めることを保証する必要がある。この変革の成功は、根深い組織的課題を

乗り越えられるかどうかにかかっている。 

4.2 人的資本：グローバルな野心と人材戦略の整合 

人的資本は、「One NIDEC」の実現と持続的成長のための重要な基盤として位置づけ

られている 10。これは計画の第三の柱である「持続的成長基盤への転換」 16 の一部を構

成する。 

その推進役として「グローバル人事戦略コミッティ」が設置され、グループが有する多

様な人材を分析・発掘し、人材の流動性を高めるためのマネジメント変革を進める役割

を担う 21。具体的には、サクセッションプラン（後継者育成計画）、グローバル幹部報

酬、グローバルモビリティポリシー（国際間異動方針）に関するワーキンググループが

設置され、議論が進められている 21。これにより、グローバルレベルでの人材マネジメ

ントが体系化される。 

人材育成・獲得に関しては、国際競争力のある人材の確保・育成が重要課題とされてい

る 16。既存の研修プログラム（例：「トップガン」研修 44）に加え、キャリアパス形成

支援にも注力している 45。また、職務（ジョブ）に基づいて人材を評価・処遇するジョ

ブ型人事制度への移行を進めており 1、これにより役割と成果に基づいた公正な評価を

目指し、若手社員にも責任あるポジションへの挑戦機会を提供しようとしている 5。 

評価・報酬制度については、役割と成果に基づいた評価（上位等級は相対評価、下位等

級は絶対評価）と、それに応じた報酬体系が導入されている 10。 

外部からの評価としては、従業員意識調査の結果（例：キャリアの方向性を描いている

社員は約 55% 45、経営理念・ビジョンへの共感度は約 76- 85% 46）や、OpenWork な

どの従業員口コミサイトでの評価（例：人材の長期育成 2.6/5 点、人事評価の適正感

3.0 /5 点 48）が存在する。また、金融庁は、人材戦略と企業価値向上を結びつけた開示

の好事例としてニデックを挙げている 44。 

一方で、計画されている人員削減 16 が従業員の士気に与える潜在的な悪影響や、リス

トラクチャリング期間中に重要な人材を維持することの難しさも認識する必要がある。 

M&A によって多様な企業文化を持つ組織 2 に対して、グローバルで標準化された人事

方針（報酬、異動など 21）やジョブ型制度 5 を導入することは、大きな課題を伴う。グ

ローバルな一貫性（「One NIDEC」）の必要性と、買収された部門内に存在する可能

性のある様々な慣行や期待とのバランスを取るには、慎重なチェンジマネジメントが必



要である。特にリストラクチャリング 16 が進行中であることを考えると、従業員の士

気を維持し、人材流出を防ぐためには、文化的な違いを乗り越え、従業員の期待を敏感

に管理することが求められる。 

4.3 技術・知的財産：イノベーションと競争優位性の源泉 

技術と知的財産（IP）は、「高付加価値戦略」 21 を支え、競争優位性を維持するための

極めて重要な要素である 8。これも「持続的成長基盤への転換」の一部をなす。 

その推進体制として「技術戦略コミッティ」が設置され、グループ全体の技術力を結集

し、新たなコアコンピタンスを発見し、シナジーを創出する役割を担う 21。このコミッ

ティの下には、要素技術、モーター・メカトロ、半導体、ソフトウェア、生産技術とい

う 5 つのサブコミッティが置かれ、5 つの事業本柱に対応する CTO（最高技術責任

者）が任命され、グローバルな研究開発戦略・方針を明確化し、シナジーを追求する体

制が構築されている 21。 

研究開発投資については、戦略的な投資枠（例：システム・DX、先行開発、自動化投

資に売上高の 1%を目途 16）を確保する方針が示されている。 

IP 戦略は、事業ニーズとの連携（IP ランドスケープ、ポートフォリオ構築、リスク管

理）を重視している 47。特に、「5 つの大きな波」 39（脱炭素化、省人化、省電力化、

サーマルソリューション、デジタルデータ爆発的増大 53）に関連する分野でのイノベー

ションを保護し、M&A における知財評価やアライアンス戦略にも IP を活用する方針

である 47。明細書の内製化 54 など、内部能力の高さも示唆されている。 

これらの活動は外部からも高く評価されており、クラリベイト社の「Top10 0  グローバ

ル・イノベーター」への選出 53 や、日本の「知財功労賞（特許庁長官表彰）」受賞 54 
などがその証左である。また、IP 活動にデザイン思考を取り入れる試み 56 も行われて

いる。 

M&A は、重要な技術を獲得する手段としても活用されており 7、例えば工作機械メー

カーの買収を通じて高精度歯車加工技術などを獲得している 9。 

技術・IP に関する公式な委員会 21 の設立や外部からの高い評価 53 は、戦略的な意図を

示している。しかし、重要な課題は、これらの組織構造や認知された能力を、目標とす

る高付加価値成長 21 に繋がる、部門横断的で具体的なシナジーやイノベーションへと

転換することである。特に M&A を通じて獲得した多様な技術群を統合し、活用するこ

とが求められる。ROIC 目標達成への研究開発・IP 活動の真の貢献度を測定すること

が、今後ますます重要になるだろう。単に IP を管理するだけでなく、「One NIDEC」



体制の下で、そこから測定可能な価値を積極的に生み出すことが求められている。 

5. 外部からの評価：市場と専門家の視点 
5.1 市場の反応：投資家の評価と株価動向 

「Conversion 20 27」発表に対する市場の初期反応は、極めてポジティブであった。発

表翌日の 20 25 年 4 月 25 日には、ニデックの株価は 12%から 15%近い大幅な上昇を

記録した 22。複数の市場レポートが、これを「プラス・インパクト」 22 と表現し、好調

な業績見通しと中期経営計画が好感された結果であると報じている 27。 

この株価の反応は、市場がニデックの収益性重視への戦略転換、構造改革へのコミット

メントを強く支持したことを示唆している。市場環境を考慮すると、より悪いガイダン

スも予想されていた中での発表であったため、安心感が広がった側面もあるかもしれな

い 26。注目すべきは、FY20 24 の決算実績が一部コンセンサス予想を下回り 23、FY20 25
のガイダンスについても一部アナリストからは物足りないとの見方もあった 23 にもか

かわらず、株価が急騰した点である。 

この事実は、現在の投資家心理を反映している可能性がある。すなわち、FY20 27 の売

上高目標が以前の FY20 25 目標よりも低い 39 にもかかわらず、構造改革と収益性改善

への明確なコミットメント 21 が、現時点では積極的なトップライン拡大よりも高く評

価されていることを示している。ただし、この市場心理は、将来の成長が著しく停滞し

たり、改革が頓挫したりした場合には変化する可能性がある。 

5.2 アナリストの見解：レーティング、予測、戦略的コメント 

計画発表前のアナリストのコンセンサスレーティングは「強気」（4.5/5）と、概ねポ

ジティブであった 35。発表後も、大手証券会社を中心に「強気」のレーティングを継続

する動きが見られた。例えば、米系大手証券はレーティング「強気」を維持しつつ目標

株価（TP）を 3,50 0 円に引き下げ、日系大手証券は同じく「強気」継続で TP 5,0 0 0
円を提示した 23。発表前のコンセンサス TP は 3,642 円であり 35、アナリスト間での評

価額には依然として幅があることがうかがえる（TP レンジは 2,60 0 円～5,0 0 0 円と

の情報もある 34）。 

業績予測に関しては、ニデックが示した FY20 25 の営業利益予想（2,70 0 億円 23）は、

発表前の市場コンセンサス（約 2,620 億円 23）を上回った。一方で、FY20 24 の実績は

コンセンサスを若干下回った 23。決算発表後の FY20 26 に関するコンセンサス予想は、

売上高・利益とも大きな変更はなく 34、今回の発表内容が、戦略転換はあったものの、

中期的には概ね市場の期待に沿うものであったことを示唆している。なお、ニデックの



FY20 26 の売上成長率は、業界平均を上回ると予測されている 34。 

アナリストのコメントからは、いくつかの共通テーマが浮かび上がる。成長見通しの改

善への期待 37、新経営体制下での現実主義とオペレーション改善への評価 37、牧野フラ

イス製作所（Makino）などの M&A によるシナジー効果への期待 37、ROE 目標達成へ

のコミットメント 36 などである。一方で、為替変動リスク 57 や、米国の対中関税など

の影響が会社計画に十分に織り込まれていない可能性 26 もリスクとして指摘されてい

る。 

表 5.2.1: アナリストレーティング・目標株価（Conversion 2027 発表後） 

 

証券会社/情報源 レーティング 目標株価 (円) 更新日/情報源 

米系大手証券 強気 (継続) 3,50 0  (引下げ) 20 25/0 4/25 23 

日系大手証券 強気 (継続) 5,0 0 0  20 25/0 4/25 23 

アナリストコンセン

サス 
4.5/5 (強気) 3,642 20 25/0 4/23 (発表前) 

35 

Simply Wall St 分析 N/A 4,0 29 (Consensus) 20 25/0 4 月下旬 34 

Smartkarma 分析 ポジティブ (複数) N/A 20 25/0 4 月下旬 37 

(注: 上記は入手可能な情報に基づく抜粋であり、全てのアナリスト評価を網羅するもの

ではない。) 

この表は、計画発表後の金融専門家コミュニティのセンチメントを概観するものであ

る。1. アナリスト評価に関するユーザーの要求に応える。2. 概ねポジティブなレーティ

ングにもかかわらず、評価額（TP）には幅があることを示す。3. 個別評価とコンセン

サスの比較を可能にする。 

5.3 メディアの論調：公の議論における主要テーマ 

メディア報道では、いくつかのテーマが繰り返し取り上げられた。「構造改革」 12、売



上よりも「利益優先」への転換 31、「不採算・非中核事業」の見直し 12、そして「過去

最高」業績の達成 14 と、それに伴う株価の好反応 26 である。 

計画の具体的な要素としては、人員削減や拠点統合の可能性 31、EV 戦略の転換 16、そ

して計画全体の「Conversion（転換）」というコンセプト 11 が報じられた。 

報道のトーンは、概して計画発表と市場の反応を事実として伝えるものであったが、過

去最高の業績を達成しながら同時に大規模なリストラクチャリング計画を打ち出したと

いう対比を強調するものが多かった 38。また、創業者主導の経営からの移行期にあるこ

とへの言及も見られた 26。 

メディアの論調 12 は、「Conversion 20 27」の構造改革の側面を強く強調し、しばしば

それを記録的な FY20 24 の業績と並置している。このフレーミングは、戦略転換の積

極的、あるいは先を見越した性質を浮き彫りにし、ニデックが見かけ上の強さの中から

でも根本的な問題に対処しようとしていることを示唆している。単なる定期的な計画更

新ではなく、最近の成功にもかかわらず、根本的な変化の必要性が認識されていること

を強調するものである。 

6. アナリスト評価：成長への期待と実行リスクのバランス 
6.1 成長ドライバーと機会の評価 

「Conversion 20 27」は、いくつかの重要な成長機会を捉えようとしている。 

● リストラクチャリングによる収益改善: 計画通りに拠点最適化や統合が進み、目標

とする 150 億円規模（21より調整）の構造改革効果が実現すれば、大幅な利益率改

善が期待できる 16。 
● ターゲット市場での成長: AI インフラ（データセンター向け電源・冷却 14）、産業

自動化・ロボット 1、エネルギー転換（BESS、大型モーター 3）、そして EV 関連

部品（現在の減速にもかかわらず、部品供給へのシフトと長期的な電動化トレンド 
1）など、メガトレンドに合致した分野での強力なポジションを活かせる可能性が

ある。 
● 「One NIDEC」シナジー: これまで縦割りであった可能性のある事業部門間で、ク

ロスセル、統合ソリューション提供、研究開発協力などが進めば、新たな価値創造

が期待できる 2。 
● M&A による成長加速: 引き続き戦略的な M&A 7 を行うことで、新たな技術、市場

アクセス、規模を獲得し、オーガニック成長を補完する可能性がある（長期目標で

は M&A による 3 兆円の売上増を目指す 39）。 
● 技術的優位性: 強力な IP ポートフォリオと研究開発能力 6 を活用し、高付加価値製



品を市場に投入することで、収益性を高めることができる 21。 

6.2 逆風の特定：リスク、課題、および緩和策 

一方で、計画の達成を脅かす可能性のあるリスクや課題も存在する。 

● 実行リスク（リストラクチャリング）: グローバルに展開する複雑な組織におい

て、大規模な拠点統合や人員削減を、オペレーションや従業員の士気を損なうこと

なく円滑に実行することは困難を伴う 16。緩和策: 強力なプロジェクト管理、明確

なコミュニケーション、効果的な PMI プロセス 8。 
● 市場変動リスク（特に EV）: EV 市場のさらなる減速や価格競争の激化 16 は、戦略

転換にもかかわらず車載事業の回復を遅らせる可能性がある。緩和策: 収益性重

視、部品供給へのシフト、EV 以外の広範な自動車電動化への対応 16。 
● M&A 統合リスク: 買収した企業の統合に失敗し、計画したシナジーを実現できな

いリスク 8。高値掴みやのれん減損のリスクも存在する 8。緩和策: 厳格なデューデ

リジェンス、規律ある PMI プロセス、ニデック文化の浸透 8。 
● 地政学的・経済リスク: 世界経済の減速 18、政情不安、貿易摩擦や関税（特に米

中） 26、為替変動 57 などが業績に悪影響を与える可能性がある。緩和策: 地理的な

分散、現地化戦略 16、ヘッジ戦略。 
● 競争激化リスク: 様々な市場における厳しい競争、特に新興国メーカーの台頭 8。

緩和策: 継続的なイノベーション、コスト競争力（WPR- X 活動 42）、品質・技術へ

の注力 21。 
● 目標達成リスク: リストラクチャリング効果が想定を下回ったり、市場環境が悪化

した場合、野心的な営業利益率や ROIC の改善目標 21 を達成できないリスク。緩和

策: 計画の規律ある実行、市場変化への機敏な対応。 

計画の成功は、内部のリストラクチャリング 16 と継続的な M&A 8 の両方に依存してい

る。これらは相互に関連するリスクを伴う。リストラクチャリングが経営陣の注意を

M&A 統合から逸らす可能性があり、一方で新たな M&A が進行中のリストラクチャリ

ング努力を複雑にする可能性もある。両方を同時に成功裏に管理するには、卓越した組

織能力と集中力が求められる。内部改革と外部からの成長機会追求のバランスをいかに

取るかが、計画達成の鍵となるだろう。 

7. 戦略的重点分野の評価：海外、人材、知財 
7.1 グローバル戦略の整合性と潜在力 

「Conversion 20 27」におけるグローバル戦略は、より統合された運営体制への移行を

目指している。 



● 強み: 正式化された「One NIDEC」体制（CxO、フェロー制度 16）は、従来の連邦

経営モデル 10  よりも優れたグローバル連携を目指すものである。「地産地消」の

原則 16 は、地域ごとのニーズへの適応を可能にする。M&A を通じたグローバル展

開の実績 21 も強みである。 
● 弱み・課題: 多様なグローバルオペレーションを統合する複雑さ（4.1.1 で詳述）。

潜在的な文化衝突。構造変更を超えた真のグローバル協力の実現。グローバル標準

とローカルな機敏性のバランス。 
● 外部評価: アナリストはグローバル統合の潜在力を評価している 37。市場は全体的

な方向性を承認しているように見える（5.1 参照）。 
● 評価: 戦略は理論上、より良い統合の必要性に対応しており、首尾一貫している。

実行が固有の複雑さを克服できれば、潜在力は高い。成功は、新しいリーダーシッ

プ構造 16 が効果的に協力を推進できるかどうかにかかっている。 

7.2 人材戦略変革の実現可能性と影響 

人材戦略は、グローバルな目標達成のための重要な要素である。 

● 強み: グローバル人事戦略コミッティとワーキンググループ 21 が構造を提供。ジョ

ブ型制度への移行 1 は現代的な慣行に沿っており、公平性や流動性を向上させる可

能性がある 10。リーダーシップパイプラインへの注力（理事制度 16、サクセッショ

ン WG 21）。開示に関する外部からの好評価 44。 
● 弱み・課題: M&A 主導の組織構造全体に標準化されたシステムを導入する難しさ

（4.2.1 で詳述）。リストラクチャリングや人員削減 16 が士気や人材維持に与える

潜在的な悪影響。従業員スコア 48 は改善の余地がある領域（例：長期育成）を示

唆。 
● 外部評価: 金融庁は開示を好事例として挙げている 44。従業員のレビューは様々で

ある 48。リストラクチャリングが人材に与える影響を注視する必要がある。 
● 評価: 人材戦略は、グローバル標準、人材管理、公平性といった重要な領域に取り

組んでいる。実現可能性は、特にリストラクチャリングを考慮すると、慎重なチェ

ンジマネジメントにかかっている。統一され、意欲的なグローバル人材を成功裏に

創出できれば影響は大きいが、管理を誤れば人材流出のリスクがある。 

7.3 知的財産戦略の価値創造における役割 

知的財産戦略は、高付加価値化と競争優位性の維持に不可欠である。 

● 強み: IP 活動に対する外部からの高い評価 53。研究開発と IP を指導するための正

式な技術委員会構造 21。IP と事業戦略（高付加価値重視、M&A 支援 6）との明確

な連携。IP ランドスケープ 50 やデザイン思考 56 などの先進的なツールの活用。 



● 弱み・課題: 組織構造や能力を、測定可能な部門横断的シナジーや ROIC への貢献

へと転換すること（4.3.1 で詳述）。急速な技術変化や多様な買収技術に IP 戦略が

追いつくことの保証。 
● 外部評価: 非常に肯定的な外部評価（受賞歴 53）。職務記述書は IP の戦略的役割を

強調 47。 
● 評価: ニデックは洗練され、高く評価される IP 戦略と機能を有しているように見え

る。M&A 支援やコア技術保護における役割は明確である。今後の鍵は、

「Conversion 20 27」の目標、特に高付加価値イノベーションの推進と統合された

「One NIDEC」全体での具体的なシナジー創出への貢献を実証することである。 

8. 結論的分析：ニデックの 2027 年への道筋 
8.1 統合的 SWOT 分析 

「Conversion 2027」を踏まえたニデックの現状を SWOT 分析で整理すると以下のよ

うになる。 

● 強み (Strengths):  
○ コアモーター分野でのグローバル市場リーダーシップ 
○ 強力な技術基盤と IP ポートフォリオ 6 
○ 実績ある M&A 遂行能力 2 
○ 新計画に基づく改革へのコミットメント 
○ 多様な最終市場への展開 21 

● 弱み (Weaknesses):  
○ 主要セグメント（車載）における近年の収益性課題 19 
○ M&A 主導の成長による組織構造の複雑性 10 
○ 大規模リストラクチャリングにおける潜在的な実行リスク（3.3.1参照） 
○ 景気循環市場への依存度 16 

● 機会 (Opportunities):  
○ リストラクチャリングによる利益率改善 21 
○ ターゲット領域（AI、エネルギー、自動化等）での成長 21 
○ 「One NIDEC」シナジーの実現 2 
○ さらなる戦略的 M&A による成長加速 8 

● 脅威 (Threats):  
○ グローバルな競争激化 8 
○ EV 市場の変動性・減速 16 
○ 地政学的不安定性や関税 26 
○ 景気後退による需要減退 18 



○ リストラクチャリング実行や M&A 統合の失敗 8（6.2.1 参照） 

8.2 全体的な戦略的展望と主要監視要因 

「Conversion 20 27」は、ニデックが収益性と効率性を最優先課題とするための、必要

かつ戦略的に健全な方向転換を示すものである。この計画は、近年の弱点に直接対処し

つつ、同社の核となる強みを活用しようとしている。市場からの初期の好意的な反応

（5.1 参照）は、この方向性に対する一定の支持を示している。しかし、目標は野心的

であり、その成功は計画の規律ある実行に大きく依存する。 

今後のニデックの動向を評価する上で、以下の要因を注視することが重要となる。 

● リストラクチャリングの進捗: 拠点統合の実施状況、目標（150 億円 21、調整後）

に対するコスト削減効果の達成度、そしてそれが業務効率や従業員の士気に与える

影響。 
● 収益性指標の動向: 営業利益率（OPM）と ROIC が、計画目標 21 に対してどのよう

に推移するか。 
● 車載事業の業績: 戦略転換 16 が奏功し、同セグメントが持続可能な収益性を回復で

きるか（FY23の損失 19 からの改善度）。 
● 「One NIDEC」統合の成果: 新しいグローバル体制 16 から、クロスセルや研究開

発協力といった具体的なシナジーが生まれている証拠。 
● M&A の実行: 最近および進行中の買収案件（例：TAKISAWA 9）の統合状況と、将

来のディールの成功。 
● 外部環境の変化: EV 市場のトレンド、世界経済の状況、そして関税などの地政学

的要因の影響。 

これらの要因を継続的に監視・分析することが、「Conversion 2027」の成功確率と、

ニデックの将来的な企業価値を評価する上で不可欠となるだろう。 
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